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１
月
23
日
、
株
式
会
社
四
国
銀
行

の
教
育
機
関
寄
贈
型
私
募
債
﹁
学
び

応
援
債
~
未
来
へ
の
絆
~
﹂
に
よ
る

教
育
活
動
物
品
の
寄
贈
式
が
大
竹

小
・
中
学
校
の
校
長
室
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
旭
製
作

所
か
ら
、
大
竹
小
学
校
に
光
学
式
心

拍
セ
ン
サ
ー
20
個
、
大
竹
中
学
校
に

大
型
プ
リ
ン
タ
ー
︵
ロ
ー
ル
紙
、
イ

ン
ク
含
む
︶の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対　

象　
20
歳
以
上
の
方

と
こ
ろ　
岩
国
短
期
大
学

︵
〒
７
４
０-

０
０
３
２　
岩
国
市
尾
津
町

２
丁
目
24-

18
︶

申
し
込
み

　

往
復
は
が
き
︵
１
２
６
円
︶
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名

を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
返

信
用
は
が
き
に
も
住
所
、
氏
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

　

１
講
座
に
つ
き
、
１
人
１
通
の
往
復
は

が
き
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
講

座
の
申
し
込
み
に
は
、
講
座
ご
と
に
往
復

は
が
き
が
必
要
で
す
。

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
し
ま

す
。
な
お
、
受
講
権
利
の
譲
渡
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
抽
選
は
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を

し
た
方
が
対
象
で
す
。

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
、
３
回
目
の

講
座
の
日
ま
で
受
講
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

受
講
希
望
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合

に
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　
３
月
８
日
㈮
~
19
日
㈫

○

郵
送
の
場
合　
19
日
㈫
の
消
印
有
効

○

持
参
の
場
合　

土
・
日
曜
日
を
除
く
９

時
か
ら
17
時
ま
で

受
講
通
知
発
送　
３
月
26
日
㈫

受
講
手
続
き

　

手
続
き
期
間
内
に
来
学
の
上
、
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料
を

添
え
て
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
に
よ
る
手
続
き
も
可
能
で
す
。

手
続
き
期
間　

４
月
８
日
㈪
~
17
日
㈬

︵
土
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
か
ら
17
時
︶

　

こ
の
期
間
に
手
続
き
が
な
い
場
合
は
、

受
講
を
取
り
消
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大
竹
小
学
校
・
中
学
校
へ
寄
贈

株
式
会
社
旭
製
作
所

受
講
料

　
１
講
座
︵
10
回
︶
７
０
０
０
円

　

納
入
し
た
受
講
料
の
返
金
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
岩
国
短
期

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講座内容 開講曜日 時　間 講　師 定員

楽しい声楽　　　　　　　　　　（10回）
～歌曲からオペラアリアまで～

月曜日 18時～19時30分 赤川優子さん 20人

アメリカ文化講座　　　　　　　（10回）
～英語で楽しむアメリカンカルチャー～

月曜日 18時30分～20時 浜桐陽子さん 15人

初心者のためのピアノ講座　　　（10回）
～もしもピアノが弾けたなら～

木曜日 18時～19時30分 井上美佳さん 18人

大竹小学校
左から小西教育長、佐藤四国銀行
大竹支店長、池田旭製作所取締
役、兼田校長

大竹中学校
左から佐藤四国銀行大竹支店長、
小西教育長、池田旭製作所取締
役、十亀校長

問い合わせ　岩国短期大学総務課（担当 : 白銀）　☎31-8141

令和６年度前期（5月13日▶7月22日）

岩国短期大学
生涯学習公開講座

募 

集

申
込
期
間

　
３
月
８
日
㈮
~
４
月
30
日
㈫

　
８
時
30
分
~
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

対　

象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
扶
養
者
︵
保
護
者
︶
が
市
内
在
住

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学
︵
短
期
大
学
・

大
学
院
を
含
み
、
通
信
教
育
を
除
く
︶、

専
修
学
校
︵
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専

門
課
程
︶
に
在
学
ま
た
は
入
学
予
定

③
学
業
成
績
が
優
良
で
、
平
素
の
行
い
が

善
良
︵
出
身
校
の
３
年
間
も
し
く
は
３

年
次
の
評
定
平
均
値
５
点
満
点
の
う
ち

３・６
以
上
︶

④
修
学
に
支
障
が
な
い

⑤
経
済
的
理
由
の
た
め
修
学
が
困
難

※
③
~
⑤
に
は
基
準
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
額

【
高
等
学
校
】

国
公
立　
月
額
１
万
１
千
円
以
内

私　
立　
月
額
２
万
２
千
円
以
内

【
高
等
専
門
学
校
】

国
公
立　
月
額
１
万
８
千
円
以
内

私　
立　
月
額
２
万
８
千
円
以
内

【
大
学
（
短
大
・
大
学
院
を
含
む
）
お
よ
び

専
修
学
校
】

国
公
立　
月
額
２
万
８
千
円
以
内

私　
立　
月
額
４
万
円
以
内

返
還
方
法

　

卒
業
後
６
カ
月
間
据
え
置
き
、
そ
の
翌

月
か
ら
10
年
以
内
に
、
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
に
よ
り
返
還
。

※
市
内
へ
の
居
住
を
条
件
に
返
還
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。︵
下
記
参
照
︶

申
し
込
み

　

次
の
書
類
を
総
務
学
事
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。︵
代
理
申
請
・
郵
送
不
可
︶

①
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②
申
請
理
由
書

③
奨
学
生
推
薦
調
書
︵
出
身
学
校
長
が
記

入
︶

④
合
格
通
知
書
も
し
く
は
入
学
許
可
書
の

写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

⑤
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
の
住
民

票
謄
本
︵
続
柄
の
記
載
が
あ
り
、
発
行

日
が
申
請
日
前
３
カ
月
以
内
の
も
の
︶

⑥
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
の
前
年

中
の
所
得
が
分
か
る
書
類

⑦
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
の
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
証
明
書
︵
発
行
日

が
申
込
期
間
内
の
も
の
︶

　

 

※
16
歳
未
満
お
よ
び
就
学
者
で
収
入
が

な
い
方
を
除
く
。

※
①
~
③
の
用
紙
は
総
務
学
事
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

採
用
の
可
否
な
ど

　

結
果
は
６
月
上
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

　
な
お
、
奨
学
生
に
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、

返
済
能
力
の
あ
る
連
帯
保
証
人
２
人
︵
１

人
は
必
ず
扶
養
者
、
も
う
１
人
は
奨
学
生

お
よ
び
扶
養
者
の
い
ず
れ
と
も
生
計
を
別

に
し
て
い
る
方
︶
が
必
要
で
す
。

対　

象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
奨
学
金
の
返
還
金
お
よ
び
市
税
な
ど
に

滞
納
が
な
い

②
奨
学
金
の
返
還
開
始
年
度
が
令
和
４
年

度
以
前
の
方
で
、
令
和
４
年
４
月
１
日

以
前
か
ら
市
内
に
継
続
し
て
居
住
︵
実

際
に
生
活
︶
し
て
い
る

返
還
免
除
期
間

　

令
和
６
年
４
月
~
令
和
７
年
３
月
分

︵
期
間
中
に
転
出
し
た
場
合
は
転
出
し
た

当
月
分
ま
で
︶

申
請
期
間

　
４
月
１
日
㈪
~
30
日
㈫

　
８
時
30
分
~
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

申
請
方
法

　

総
務
学
事
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
﹁
奨
学

金
返
還
免
除
願
﹂
に
必
要
書
類
を
添
え
て

総
務
学
事
課
へ
。

※
必
ず
申
請
者
本
人
が
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。︵
代
理
申
請
・
郵
送
不
可
︶

※
﹁
奨
学
金
返
還
免
除
願
﹂
に
は
連
帯
保

証
人
の
記
名
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類

①
奨
学
金
返
還
免
除
願

②
本
人
の
住
民
票
︵
発
行
日
が
令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
の
も
の
︶

③
本
人
の
﹁
令
和
５
年
分
確
定
申
告
書
﹂

ま
た
は
﹁
令
和
６
年
度
市
県
民
税
申
告

書
﹂
の
写
し

　

 

※
申
告
し
て
い
な
い
方
は
﹁
令
和
５
年

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
﹂
の
写
し

︵
複
数
箇
所
で
働
い
て
い
る
方
は
全
て

の
源
泉
徴
収
票
︶

　

 

※
﹁
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
﹂
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

④
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
の
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
証
明
書
︵
発
行
日

が
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
︶

　

 

※
16
歳
未
満
お
よ
び
就
学
者
で
収
入
が

な
い
方
を
除
く
。

⑤
本
人
確
認
書
類
︵
申
請
時
に
原
本
を
提

示
︶。
顔
写
真
付
き
の
場
合
１
点
、
無

い
場
合
２
点

免
除
の
決
定

　

６
月
上
旬
に
決
定
し
、
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

将
来
の
大
竹
を
支
え
る
世
代
を
応
援

市
奨
学
生
募
集

問
い
合
わ
せ　

総
務
学
事
課　

☎
59
２
１
８
４

市
奨
学
金
の
返
還
を
免
除
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
学
事
課　

☎
59
２
１
８
４
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

　
﹁
学
校
運
営
協
議
会
﹂
を
設
置

し
た
学
校
の
こ
と
で
す
。
学
校
運

営
協
議
会
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
が
一
定
の
権
限
を
持
っ
て
学
校

運
営
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、

﹁
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を
共
有
し

て
、
社
会
総
が
か
り
で
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
や
学
校
運
営
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
・
中

学
校
の
９
年
間
を
つ
な
い
で
指
導

を
行
う
﹁
小
中
一
貫
教
育
﹂
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
同
じ
学
区
内
の
小
・
中
学
校
が
、

教
育
の
目
標
や
目
指
す
子
ど
も
の

姿
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
人
一
人

の
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
個
性
を

豊
か
に
伸
ば
し
、
学
力
向
上
や
生

徒
指
導
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と

で
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
近
年
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
学
校

が
抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
・
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た

め
に
は
、
社
会
総
が
か
り
で
の
教

育
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。
社
会

総
が
か
り
で
教
育
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
学
校
が
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
﹁
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
﹂
へ
と
転

換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校

運
営
に
参
画
す
る
﹃
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
﹄
は
有
効
な
方

法
と
言
え
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
玖
波
小
学
校

を
先
行
実
施
校
と
し
て
、
４
月
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
令
和

７
年
度
以
降
は
、
玖
波
小
学
校
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

各
学
校
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
目
指

し
ま
す
。

コミュニティ・スクールの魅力
【子どもにとっての魅力】
○子どもたちの学びや体験活動が充実します。
○自己肯定感や他人を思いやる心が育ちます。
○地域の担い手としての自覚が高まります。

【保護者にとっての魅力】
○学校や地域に対する理解が深まり、家庭教育との
相乗効果が生まれます。

○地域の中で、子どもたちが育てられているという
安心感があります。

【地域の人々にとっての魅力】
○経験を生かすことで生きがいや自己有用感につ
ながります。

○学校が社会とつながり、地域のよりどころとなり
ます。

【教職員にとっての魅力】
○地域の理解と協力を得た学校運営協議会や「社会
に開かれた教育課程」の実現が可能となります。

○地域人材を活用した教育活動が充実します。

協議会の設置
（努力義務）
委員の任命
協議会の適正な運営を確保する措置

教職員の任用
（学校運営協議会の意見を尊重）

コミュニティ・スクール

校　長

保護者・地域住民等

＜学校運営協議会の主な役割＞
○校長が作成する学校運営の基本方針を承認する
○学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができる
○教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、教育委員会に意見を述べることができる

（学校運営協議会制度を導入した学校）

学校運営・
教育活動

（委員）保護者代表・地域住民、
　　　地域学校協働活動推進員など

学校運営に
関する意見

教職員の任用に
関する意見

意見

意見

承認

学校運営や必要な支援に関する協議

協議の結果に関する
情報提供の努力義務

説明

説明

情報提供・協議を
踏まえた支援活動

学校運営の
基本方針

大竹市教育委員会

地教行法第47条の5

広島県教育委員会

学校運営協議会

委員の任命に
校長の意見を反映

「地域とともにある学校づくり」を
さらにパワーアップしていきます！

「笑顔・元気」
かがやく大竹っ子に
育てたい！

地域では△△な活動に
協力できそうです。

「笑顔・元気」かがやく
大竹っ子に育てるには？

学校では△△を
大事にしていきたい。

出典：文部科学省ホームページ（一部追記）
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令和５年秋開始接種
使用するワクチン
　オミクロン株XBB.1.5　１価ワクチン（ｍRNAワクチン）
接種券
　手元に接種券がない方は、保健医療課へ連絡してください。
個別接種実施期間　３月末まで

初回接種（12歳以上の未接種者）
　３月末まで継続されます。
※1価ワクチン（mRNAワクチン）が接種できない方向け
のワクチンは令和５年12月25日で供給が終了しました。
供給の再開は、詳細が決まり次第お知らせします。

◇接種可能医療機関　※直接、医療機関へ申し込んでください。
医療機関一覧（医療機関によって接種実施年齢が異なります）

医療機関名 ところ 電話番号 初回接種（XBB.1.5) 追加接種（XBB.1.5) 備考
山下ケアクリニック 新町1-2-7 54-0852 － ○ かかりつけのみ、18歳以上
しまだファミリークリニック 油見3-12-7 53-3022 － ○ かかりつけ優先、5歳以上
坪井クリニック 本町1-1-18 52-8337 ○ ○ 12歳以上
大和橋医院 本町2-9-4 52-3059 － ○ 20歳以上
本町医院 本町2-15-17 52-4427 ○ ○ 12歳以上
村井内科クリニック 南栄1-6-15 52-8138 － ○ 13歳以上
おおえ内科クリニック 晴海1-4-13-1階 35-5552 － ○ 15歳以上
だいこく小児科クリニック 晴海1-4-13-2階 57-5225 ○ ○ かかりつけのみ、5～17歳まで
佐川内科医院 玖波2-4-2 57-2233 － ○ 16歳以上
メープルヒル病院 玖波5-2-1 57-7451 ○ ○ 当院患者またはその家族のみ、13歳以上
医療機関一覧（乳幼児（6カ月～ 4歳）が接種できる医療機関）

医療機関名 ところ 電話番号 初回接種（XBB.1.5) 追加接種（XBB.1.5) 備考
だいこく小児科クリニック 晴海1-4-13-2階 57-5225 ○ ○ かかりつけのみ
しまだファミリークリニック 油見3-12-7 53-3022 ○ ○ かかりつけ優先

この一覧以外の医療機関でも接種できる場合があります。まずは、かかりつけ医へ相談してください。

ワクチン相談窓口など
・ 広島県新型コロナウイルスワクチン相談センター
（専門的相談窓口）　８時30分～ 17時30分
電話  082-513-2847
ファクス  082-211-3006

・ 新型コロナウイルスワクチン接種
の総合案内コロナワクチンナビは
右のQRコードから

　 ※令和６年３月31日㈰17時をもって終了
します。

詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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※令和６年３月末をもって終了します。
大竹市新型コロナウイルスワクチン専用電話　☎28-1611
受付時間 8 時 30 分～ 17 時（土・日曜日、祝日除く）

接 種 費 用（無料）
ワクチン接種（任意）

大竹市での 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種のお知らせVOL.34
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新型コロナワクチンの全額公費による接種は、３月31日㈰で終了します。
接種を希望する方は、期間内に余裕をもって接種を受けてください。

希望する

によって免疫の心臓、

希望する

機能に
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